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新たな車両盗難手口が発生中です 

その名も「ゲーム・ボーイ」※ 

 

 

 

 

 

 
 

なぜ GAME BOY がこれまでの車両盗難手段で最恐といわ

れるのか？ それはリレーアタックや CAN インベーダ

ー【裏面･次頁参照】と違って、「その場」で即物的にスペアキ

ーが作れてしまうからです。車種にもよりますが、スペアキー

作製までの時間は数分～45 分程度。1 台の GAME BOY で

20台分のカギ情報がメモリできる優れモノのようです。 

※某有名ファミリーコンピ

ューターゲームメーカーの
製品名に酷似した機械を使
うことから命名された模様。 
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行動無くして結果生まれず 

盗難対策はアナログ方式
のハンドルロック、タイ
ヤロックが有効です。 
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また、車両のスマートキーから出る微弱電波を増幅させてドアを開けたり、エン

ジンをかけたりする「リレーアタック」（下記参照）ではカギから発する信号を

使いますが、GAME BOYはドアハンドルなどの「クルマ側」から発する信号を使

うところも大きな違いになっています。即ち、電波を遮断する金属のケースにカギ

を保管するなどの対策も無意味となってしまいます。下記のコードグラバーもい

わゆるゲームボーイと酷似した盗難手口といえます。 

ＧＡＭＥ BOY にかかってしまえば、ランドクルーザー300 に採用されている

純正の指紋認証などもまったく働かないとのことです。トヨタ純正の「トヨタセキ

ュリティ」をはじめ CANインベーダー対策の防盗用品もあまり意味がないことに

なります。 
 

これまでに車両盗難ハイテク手段といわれていた手口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コードグラバーの 

仕組み 


